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令和３年度 予 算 特 集

入湯税
16,601　1.9%

道支出金
452,233　4.5%

その他
285,362　2.8%

利子　46,369　0.5%

国庫支出金
1,118,469　11.0%

維持補修費積立・貸付金等
671,190　6.7%
繰出金
203,000　2.0%
単独事業
538,583　5.3%

扶助費
551,760　5.4%

町民税
334,601
37.7%

土木費
1,046,679
10.3%   民生費

1,028,985
10.2%

総務費
3,407,725
33.6%

軽自動車税
21,541　2.4%21,541　2.4%

衛生費
341,826　3.4%

その他
251,773　2.5%諸支出金

550,573　5.4%

農林業費
567,212　5.6%

繰入金
287,967　2.8%
分担金負担金
28,899　 0.4%
その他
1,310,305　13.0%

たばこ税
41,600　4.7%

商工費
451,157　4.5%

諸収入
353,753　3.5%

町税
888,668
8.8%

物件費
1,901,746
　　　18.8%

人件費
1,602,351
15.8%

地方交付税
4,187,544
41.3%

補助費等
1,885,736
18.6%

歳入総額
10,128,000千円
100.0%

歳出総額
10,128,000千円
100.0%

  町債
1,214,800
12.0%

　　元金
1,673,573
16.5%

補助事業
1,053,692　10.4%

町税
888,668千円
100.0%

歳出総額
10,128,000千円
100.0%

固定資産税
  474,325
  53.4%

教育費
760,593　7.5%

公債費
1,721,477
17.0%

自主財源と依存財源

性質別歳出の内訳

町税の内訳

目的別歳出の内訳

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

自主財源
28.3％

消費的経費
58.6%

公債費
17.0%

その他
8.7%

依存財源
71.7％

投資的経費
15.7%

令和３年度　各会計予算総括表 （単位：千円）

区　　　分
令和３年度
当初予算額
Ａ

令和２年度
当初予算額
Ｂ

比  　   較
増 減 額
（A-B)=C

増減比率
（Ｃ／B）=Ｄ

一 般 会 計 10,128,000 9,846,000 282,000 2.86%
特
別
会
計

公共下水道事業 237,000 205,900 31,100 15.10%
国保町立診療所 429,000 435,800 ▲ 6,800 ▲ 1.56%
特別会計合計 666,000 641,700 24,300 3.79%
総 合 計 10,794,000 10,487,700 306,300 2.92%

※特別会計は当初予算との比較

一部事務組合、広域連合への負担金額（一般会計内数）当初予算比（単位：千円）
区　　分 令和３年度 令和２年度 増減額 増減比率

大雪地区広域連合 410,402 409,913 489 0.12%
大 雪 葬 斎 組 合 9,665 19,399 ▲ 9,734 ▲ 50.18%
大 雪 清 掃 組 合 92,271 84,349 7,922 9.39%
大 雪 消 防 組 合 191,641 183,527 8,114 4.42%

令和３年度 一 般 会 計
10,128,000

特別会計特別会計
666,000666,000

2.86%

0 2,000,000 4,000,000 6,000,000 8,000,000 10,000,000 12,000,000

3.79% 2.92%2.92%
増増

総計  10,794,000 千円

総計  10,487,700 千円

令和２年度 一 般 会 計
9,846,000

特別会計特別会計
641,700641,700
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令
和
３
年
度
一
般
会
計
・

２
特
別
会
計
予
算
案
に
つ
い

て
、
総
務
文
教
・
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、

３
月
９
〜
11
日
議
案
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

総
額
１
０
１
億
２
８
０
０

万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

対
比
２
・
８
６
％
の
増
、
２

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額

は
、
１
０
７
億
９
４
０
０
万

円
で
、
前
年
比
３
億
６
３
０

万
円
、
２
・
９
２
％
の
増
で

す
。

歳
入

①
町
税

　
　
（
８
億
８
８
６
７
万
円
）

　

個
人
町
民
税
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
１
１
４
０
万
円
の

減
、
法
人
は
１
３
１
０
万
円

の
減
、
固
定
資
産
税
は
新
築

棟
数
の
減
少
で
、
８
３
４
万

円
の
減
で
す
。

②
地
方
交
付
税

　
　
（
41
億
８
７
５
４
万
円
）

　

普
通
交
付
税
は
、
人
口
増

な
ど
１
億
４
７
５
４
万
円
増

の
31
億
１
７
５
４
万
円
で
す
。

　

特
別
交
付
税
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
、
地
域
活
性
化

企
業
人
の
増
な
ど
、
７
５
７

２
万
円
増
の
10
億
７
０
０
０

万
円
で
す
。

③
寄
附
金

　
　
（
９
億
１
０
０
１
万
円
）

　

株
主
事
業
寄
附
金
、
７
億

円
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、

２
億
１
０
０
０
万
円
で
計
上
、

全
体
で
２
億
５
０
０
０
万
円

の
増
で
す
。

④
町
債

　
　
（
12
億
１
４
８
０
万
円
）

　

土
木
債
で
公
営
住
宅
の
建

設
、
道
路
事
業
な
ど
、
教
育

債
で
第
二
小
学
校
の
長
寿
命

化
実
施
計
画
、
辺
地
対
策
事

業
な
ど
、
全
体
で
１
億
３
７

８
４
万
円
の
減
で
す
。

歳
出

①
い
き
い
き
農
園
整
備
事
業

　
　
　
（
９
３
８
５
万
円
）

　

駐
車
場
・
管
理
棟
・
外
構

整
備
で
す
。

②
キ
ト
ウ
シ
保
養
施
設
整
備

事
業（
１
億
４
７
７
４
万
円
）

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
解
体
、

敷
地
造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。

③
キ
ト
ウ
シ
家
族
旅
行
村
施

設
整
備
事
業

　
　
（
１
億
３
６
８
８
万
円
）

　

ケ
ビ
ン
新
築
３
棟
分
で
す
。

④
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
場
リ

フ
ト
大
規
模
改
修
事
業

　
　
　
　
（
７
５
０
０
万
円
）

　

設
置
か
ら
30
年
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
管
理

の
た
め
部
品
交
換
し
ま
す
。

⑤
萬
二
橋
長
寿
命
化
事
業

　
　
（
２
億
４
３
６
０
万
円
）

　

西
２
号
（
倉
沼
川
）
に
架

か
る
橋
の
改
良
工
事
で
す
。

⑥
公
園
団
地
１
・
２
号
棟
整

備
事
業（
１
億
３
０
８
万
円
）

　

公
営
住
宅
公
園
団
地
の
建

設
工
事
で
す
。

⑦
公
債
費

　
　
（
17
億
２
１
４
８
万
円
）

　

昨
年
と
比
較
し
て
７
９
０

０
万
円
増
え
て
い
ま
す
が
、

元
利
償
還
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

　

総
額
２
億
３
７
０
万
円
で
、

３
１
１
０
万
円
の
増
で
す
。

　

西
部
処
理
区
費
の
下
水
道

令
和
３
年
度
予
算

管
路
カ
メ
ラ
点
検
委
託
料
な

ど
で
す
。

町
立
診
療
所
特
別
会
計

　

総
額
４
億
２
９
０
０
万
円

で
、
６
８
０
万
円
の
減
で
す
。

　

入
院
患
者
数
は
一
日
平
均

で
８
・
０
人
、
外
来
で
は

63
・
０
人
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

総
括

　

経
常
一
般
財
源
36
億
５
８

２
０
万
円
、
予
算
の
段
階
で
、

経
常
収
支
比
率
は
78
・
４
％

で
、
前
年
度
よ
り
０
・
５
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

積
立
基
金
は
、
一
般
会
計

26
億
１
２
７
６
万
円
。

　

土
地
開
発
基
金
、
備
荒
基

金
を
含
め
た
総
額
は
28
億
４

７
３
２
万
円
の
見
込
み
で
す
。

松
岡
町
長
よ
り

諸
般
の
報
告

　

長
原
副
町
長
は
、
昭

和
47
年
に
役
場
採
用
と

な
り
、
今
日
ま
で
49
年

間
そ
の
内
14
年
間
は
町

長
と
副
町
長
と
い
う
立

場
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

で
尽
力
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

役
場
奉
職
時
か
ら
、

人
口
と
予
算
の
拡
大
と

確
保
が
住
民
福
祉
の
原

点
と
い
う
強
い
信
念
を

持
ち
、
今
日
ま
で
初
志

貫
徹
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。

　

こ
こ
に
辞
職
願
い
の

受
理
を
報
告
し
ま
す
。
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●　
第
１
回
定
例
会
を
、
令
和
３
年
３
月
８
日
か
ら

15
日
ま
で
の
８
日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

●　
４
名
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

●　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
２
特
別
会
計
の
予
算

案
、
各
種
条
例
案
・
報
告
な
ど
、
お
よ
び
令
和

２
年
度
一
般
会
計
・
２
特
別
会
計
の
補
正
予
算

案
、
議
案
18
件
・
議
員
提
出
案
８
件
に
つ
い
て

審
議
し
原
案
可
決
ま
た
は
、
同
意
・
報
告
済
と

し
ま
し
た
。

●　
東
川
町
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
第
10
号

　

歳
入
、
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

２
３
７
０
万
円
増
額
し
総
額

は
１
１
６
億
２
６
４
２
万
円

で
、
主
な
も
の
は
次
の
通
り

で
す
。

①
職
員
給
与
費

　
　
　
（
▲
１
４
０
０
万
円
）

　

執
行
残
の
減
額
で
す
。

②
写
真
の
町
国
際
化
推
進
事

業　
　
　
（
▲
３
０
０
万
円
）

　

地
域
づ
く
り
交
付
金
採
択

に
よ
る
減
額
で
す
。

③
国
際
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業　
（
▲
３
７
０
万
円
）

④
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
負
担
金

（
▲
５
７
３
万
円
）

⑤
幼
児
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

（
▲
３
０
８
３
万
円
）

　

③
④
⑤
は
事
業
費
の
確
定

に
よ
る
減
額
で
す
。

⑥
日
本
語
学
校
運
営
事
業
費

　
　
　
（
▲
１
０
５
０
万
円
）

　

短
期
日
本
語
学
校
の
授
業

数
の
減
少
な
ど
に
よ
る
減
額

で
す
。

⑦
定
住
促
進
対
策
事
業
費

　
　
　
　
（
▲
３
５
０
万
円
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
に
よ
り
減
額
で
す
。

⑧
児
童
手
当
支
給
事
業

　
　
　
　
（
▲
３
０
０
万
円
）

　

支
給
児
童
数
の
減
に
よ
る

減
額
で
す
。

⑨
予
防
接
種
事
業

（
▲
８
０
０
万
円
）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
お
よ
び

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
重
症
化
予
防
対
策
事
業

と
し
て
実
施
し
た
こ
と
に
伴

う
減
額
で
す
。

⑩
「
写
真
の
町
」
事
業
補
助

金　
　
　
（
▲
５
０
０
万
円
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
写
真
甲
子

園
の
本
選
大
会
が
リ
モ
ー
ト

で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
事
業

の
変
更
や
中
止
な
ど
に
伴
う

減
額
で
す
。

⑪
外
国
青
年
招
致
事
業

（
▲
６
２
０
万
円
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
後
任
や
新
任

の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
職
員
が
着
任
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
伴
う
減
額

で
す
。

⑫
小
学
校
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
（
▲
４
５
８
万
円
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休
校
で

光
熱
費
を
減
額
す
る
ほ
か
、

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
指
導
の

事
業
費
確
定
に
よ
り
減
額
し

ま
す
。

⑬
積
立
金

（
１
億
９
０
４
７
万
円
）

　

財
源
整
理
の
結
果
、
余
剰

と
な
る
財
源
を
積
立
て
ま
す
。

下
水
道
特
別
会
計
補
正
第
３
号

　

歳
入
、
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

１
１
７
８
万
円
増
額
し
、
総

額
は
２
億
２
６
１
３
万
円
で

す
。

　

西
部
処
理
区
で
の
事
業
追

加
に
よ
る
増
額
と
、
旭
岳
処

理
区
の
事
業
費
確
定
に
伴
う

減
額
で
す
。

診
療
所
特
別
会
計
補
正
第
４
号

　

歳
入
、
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

９
０
０
万
円
減
額
し
、
総
額

は
４
億
３
３
７
３
万
円
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
来
患
者
、

入
院
患
者
減
に
よ
り
医
療
材

第
１
回
定
例
会

料
費
や
寝
具
費
、
給
食
費
の

減
に
よ
る
減
額
で
す
。

条
例
の
新
規
制
定
と
一
部
改
正

　

主
な
も
の
は
次
の
通
り
で

す
。

①
東
川
町
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

従
来
の
「
小
西
健
二
奨
学

金
基
金
」
に
、
新
た
に
「
技

術
者
を
育
成
す
る
も
の
づ
く

り
技
術
者
育
成
奨
学
金
」
を

加
え
「
未
来
を
育
む
奨
学
基

金
」
に
名
称
を
改
め
ま
す
。

②
東
川
町
の
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

集
合
税
方
式
か
ら
単
税
方

式
へ
移
行
す
る
た
め
固
定
資

産
税
の
納
期
を
変
更
し
ま
す
。

③
町
議
会
議
員
及
び
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　

立
候
補
の
環
境
を
改
善
し
、

多
様
な
人
材
の
議
会
参
加
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
供
託
金
制
度
を
導
入
す

る
一
方
、
選
挙
運
動
費
用
の

一
部
を
公
費
負
担
す
る
仕
組

み
を
条
例
で
定
め
ま
す
。

Ｑ
（
安
原
芳
博
議
員
）

　

母
子
福
祉
費
扶
助
費
支

給
減
の
理
由
は
。

Ａ
（
保
健
福
祉
課
長
）

　

子
ど
も
医
療
、
ひ
と
り

親
医
療
、
養
育
医
療
そ
れ

ぞ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
受

診
控
え
で
減
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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④
東
川
町
道
路
の
構
造
の
技

術
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

財
産
の
取
得

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
家
具
デ
ザ
イ

ン
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
構
築
用
備

品
（
織
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

の
最
終
年

数
量　
　

椅
子
１
７
３
点

　
　
　
　

テ
ー
ブ
ル
２
点

金
額　
　

５
０
０
０
万
円

契
約
相
手　

織
田　

憲
嗣

副
町
長
の
選
任

　

長
原
副
町
長
の
退
任
に
あ

た
り
、
平
田
章
洋
都
市
建
設

課
長
の
選
任
と
、
市
川
直
樹

副
町
長
の
再
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

市
川　

直
樹　

氏

平
田　

章
洋　

氏

被
表
彰
者
の
推
薦

善
行
表
彰

　

中
島　
　

拓　

氏

　

佐
藤　
　

茂　

氏

　

株
式
会
社
ア
ク
ト
ギ
ア

　

株
式
会
社
フ
ジ
キ
カ
イ

　

大
栄
不
動
産
株
式
会
社

自
治
功
労
表
彰

　

長
原　
　

淳　

氏

一
般
功
労
表
彰

　

山
下　

一
雄　

氏

　

江
添　

好
松　

氏

　

東
川
町
文
化
連
盟
協
議
会

　

北
海
道
東
川
ラ
ト
ビ
ア

交
流
協
会

　

東
川
町
韓
国
交
流
協
会

職
員
表
彰

　

千
田　

浩
一
朗
氏

　

野
澤　

秀
夫　

氏

　

中
村　

弘
美　

氏

　

林　
　

直
美　

氏

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

藤
倉
智
恵
子

　

副
委
員
長　

飯
塚　

達
央

　

委
員　
　
　

山
家　

祥
幸

　

委
員　
　
　

薦
田　

敏
次

Ｑ
（
正
満
正
義
議
員
）

　

歩
行
者
利
便
増
進
道
路

は
町
に
該
当
箇
所
が
あ
り

ま
す
か
。

Ａ
（
都
市
建
設
課
長
）

　

町
道
の
み
な
ら
ず
道
道

も
幅
員
４
・
５
ｍ
の
う
ち

２
・
５
ｍ
を
常
時
占
有
し

賑
わ
い
創
出
の
た
め
の
施

設
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
（
杉
本
岳
大
議
員
）

　

自
分
の
店
の
前
に
他
者

が
占
有
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
か
。

Ａ
（
都
市
建
設
課
長
）

　

公
募
で
選
考
す
る
際
に
、

十
分
な
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

委
員　
　
　

正
満　

正
義

　

委
員　
　
　

鶴
間　

松
彦

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

畑
中　

雅
晴

　

副
委
員
長　

鈴
木　

哉
美

　

委
員　
　
　

杉
本　

岳
大

　

委
員　
　
　

能
登　

暢
吉

　

委
員　
　
　

安
原　

芳
博

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

正
満　

正
義

　

副
委
員
長　

能
登　

暢
吉

　

委
員　
　
　

畑
中　

雅
晴

　

委
員　
　
　

藤
倉
智
恵
子

　

委
員　
　
　

鶴
間　

松
彦

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

能
登　

暢
吉

　

副
委
員
長　

鈴
木　

哉
美

　

委
員　
　
　

杉
本　

岳
大

　

委
員　
　
　

山
家　

祥
幸

　

委
員　
　
　

飯
塚　

達
央

　

委
員　
　
　

畑
中　

雅
晴

大
雪
広
域
連
合
・

　

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

高
橋　

昭
典

　
　
　
　
　
　

鶴
間　

松
彦

　
　
　
　
　
　

藤
倉
智
恵
子

定例会
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第
１
回
臨
時
会

（
２
月
12
日
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
第
９
号

　

歳
入
、
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

２
３
４
１
万
円
増
額
し
総
額

は
１
１
６
億
２
７
２
万
円
で
、

主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
事
業

　
　
　
　
（
２
１
１
０
万
円
）

　

宿
泊
施
設
と
町
内
消
費
に

繋
げ
る
「
ひ
が
し
か
わ
町
民

緊
急
冬
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
」
を
実
施
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

　
　
　
　
　
（
２
３
１
万
円
）

　

接
種
券
の
発
送
、
接
種
予

防
の
整
備
を
実
施
す
る
。

第
２
回
臨
時
会

（
３
月
26
日
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
第
11
号

　

歳
入
、
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

９
億
６
８
７
０
万
円
増
額
し

総
額
は
１
２
５
億
９
５
１
２

万
円
で
、
主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
す
。

①
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
の
家
」
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
整
備
事
業
費

　
　
（
４
億
４
４
２
７
万
円
）

　

隈
研
吾
事
務
所
設
計
に
よ

る
４
棟
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
建
設
と
、
歩
き
た
く
な

る
町
づ
く
り
の
整
備
費
用
で
、

国
の
交
付
金
の
ほ
か
地
方
債

と
町
の
基
金
を
財
源
に
し
ま

す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

　
　
　
　
（
３
３
４
６
万
円
）

　

保
健
師
、
看
護
師
の
人
件

費
や
受
付
業
務
、
ワ
ク
チ
ン

保
管
庫
な
ど
の
体
制
確
保
の

事
業
費
で
国
費
で
行
い
ま
す
。

③
西
10
号
道
路
改
良
事
業

　
　
（
６
９
０
０
万
円
）

④
除
排
雪
事
業（３

６
６
万
円
）

　

３
月
２
日
の
暴
風
雪
の
除

排
雪
費
用
で
す
。

⑤
第
三
小
学
校
校
舎
等
長
寿

命
化
改
良
工
事
事
業

（
２
億
６
６
５
３
万
円
）

①
②
③
⑤
は
、
新
年
度
に
繰

越
す
事
業
と
し
て
繰
越
明
許

費
に
計
上
し
ま
す
。

⑥
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
（
５
６
３
２
万
円
）

⑦
公
共
施
設
整
備
基
金
事
業

積
立
金　
（
３
２
１
８
万
円
）

⑧
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備

事
業
基
金
事
業
積
立
金

　
　
　
　
（
４
０
０
０
万
円
）

⑥
⑦
⑧
は
、
国
か
ら
の
交
付

税
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

余
剰
財
源
を
各
基
金
に
積
み

立
て
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
（
鈴
木
哉
美
議
員
）

　

２
回
目
の
接
種
の
準
備

費
用
も
含
み
ま
す
か
。

Ａ
（
保
健
福
祉
課
長
）

　

ワ
ク
チ
ン
の
解
凍
に
用

い
る
冷
蔵
庫
と
、
２
回
目

の
接
種
券
の
印
刷
費
も
含

ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
（
鶴
間
松
彦
議
員
）

　

国
の
第
３
次
補
正
予
算

の
配
分
が
、
町
に
１
億
５

０
０
万
円
で
決
ま
っ
た
よ

う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
で
崩
し

た
財
政
調
整
基
金
へ
戻
し

ま
す
か
。

Ａ
（
企
画
総
務
課
長
）

　

国
か
ら
町
に
対
し
て
の

交
付
金
総
額
が
４
億
１
４

８
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
対
策

事
業
費
に
２
億
９
千
万
円

を
町
の
財
源
か
ら
持
ち
出

し
て
お
り
、
３
月
の
補
正

予
算
で
整
理
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

Ｑ
（
山
家
祥
幸
議
員
）

　

外
国
人
留
学
生
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
象
な
の
か
。

Ａ
（
保
健
福
祉
課
長
）

　

住
民
票
の
所
在
地
で
接

種
す
る
の
で
一
般
町
民
と

同
様
で
す
。

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

　

交
付
金
以
外
に
町
の
財

源
か
ら
株
主
基
金
４
５
０

０
万
円
崩
す
と
、
残
高
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
と
、

工
期
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
（
東
川
ス
タ
イ
ル
課
長
）

　

株
主
基
金
残
高
は
３
億

７
０
０
０
万
円
に
な
り
設

Ｑ
（
鶴
間
松
彦
議
員
）

　

工
事
の
内
容
は
。

Ａ
（
学
校
教
育
課
長
）

　

構
造
体
の
劣
化
対
策
、

給
水
や
電
気
設
備
、
エ
ア

コ
ン
設
置
の
工
事
を
５
月

に
始
め
１
月
に
終
え
る
予

定
で
す
。

計
を
６
月
に
終
え
、
７
月

に
は
着
工
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
（
鈴
木
哉
美
議
員
）

　

４
棟
の
使
い
分
け
は
。

Ａ
（
東
川
ス
タ
イ
ル
課
長
）

　

１
棟
は
隈
研
吾
事
務
所
、

２
棟
は
公
募
に
よ
り
企
業

に
賃
貸
し
、
１
棟
は
町
民

も
テ
レ
ワ
ー
ク
と
し
て
使

え
る
交
流
施
設
に
と
考
え

て
い
ま
す
。

臨時会

東川町議会報 189 号（6）



第
３
回
臨
時
会

（
４
月
９
日
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
第
12
号

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

４
０
０
万
円
増
額
し
総
額
は

１
２
６
億
９
１
２
万
円
で
す
。

　

地
方
創
生
応
援
税
制
寄
附

金
（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
）
を
基
金
に
積
み
立
て
ま

す
。　
　
（
１
４
０
０
万
円
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
第
１
号

　

歳
入
、
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

４
億
１
９
５
３
万
円
増
額
し

総
額
は
１
０
５
億
４
７
５
３

万
円
で
、
主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
す
。

①
観
光
立
国
交
流
事
業

（
９
０
０
０
万
円
）

　

町
の
魅
力
を
伝
え
る
書
籍

２
冊
と
映
像
作
品
を
海
外
で

出
版
し
ま
す
。

②
大
雪
圏
域
観
光
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
　
　
　
（
２
６
２
８
万
円
）

　

大
雪
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
Ｄ

Ｍ
Ｏ
を
核
と
し
た
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
時
代
の
マ
ウ
ン
テ
ン

リ
ゾ
ー
ト
の
推
進
な
ど
。

③
「
適
疎
ワ
ー
キ
ン
グ
」
関

係
人
口
創
出
・
拡
大
事
業

　
　

(

１
億
４
０
０
０
万
円)

　
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
の
家
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
」
連
携
事
業
や
公
共
施

設
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
環
境

整
備
な
ど
で
、
都
市
の
過
密

を
避
け
適
疎
な
町
内
で
働
き

暮
ら
す
人
を
創
出
す
る
事
業

で
す
。

④
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交

付
金
事
業　

　
　
　
　
（
１
億
２
７
万
円
）

　

旧
カ
フ
ェ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
・
岩
島

邸
・
東
町
会
館
の
３
棟
の
屋

内
外
を
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ

ス
に
改
修
す
る
事
業
で
す
。

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
費

　
　
　
　
（
３
０
０
０
万
円
）

　

介
護
施
設
や
飲
食
店
に
空

気
清
浄
機
や
滅
菌
器
を
貸
与

し
ま
す
。

⑥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

（
３
２
９
８
万
円
）

　

５
月
24
日
か
ら
予
定
し
て

い
る
接
種
開
始
に
向
け
た
事

業
で
国
費
で
す
。

Ｑ
（
畑
中
雅
晴
議
員
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
海

外
観
光
客
誘
致
事
業
を
行

う
意
味
と
財
源
は
。

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

　

適
疎
ワ
ー
キ
ン
グ
や
テ

レ
ワ
ー
ク
の
拠
点
整
備
を

行
う
こ
と
で
得
ら
れ
る
町

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
（
町
長
）

　

町
の
魅
力
を
増
や
し
、

滞
在
す
る
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
で
地
域
経
済
を

守
る
と
い
う
観
点
で
実
施

し
ま
す
。

Ｑ
（
山
家
祥
幸
議
員
）

　

テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
に
キ

ト
ウ
シ
の
ケ
ビ
ン
も
含
め

て
は
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
長
）

　

今
回
の
補
正
予
算
に
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
検

討
し
ま
す
。

Ｑ
（
鶴
間
松
彦
議
員
）

　

地
方
創
生
推
進
の
10
の

事
業
は
す
べ
て
、
町
の
財

源
負
担
が
１
／
４
相
当
と

い
う
こ
と
で
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
（
市
川
副
町
長
）

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け

て
町
の
魅
力
を
発
信
し
ま

す
。

　

財
源
は
株
主
基
金
と
一

般
財
源
を
半
分
ず
つ
充
て

ま
す
が
、
の
ち
の
交
付
税

措
置
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
（
企
画
総
務
課
長
）

　

国
の
有
利
な
財
源
の
確

保
と
合
わ
せ
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
株
主
基
金
を
活
用

し
、
町
の
財
政
負
担
は
14

％
で
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●●●●●●●●議会を傍聴しませんか●●●●●●●●
次回は６月17日～18日の予定です。

町議会では、町民の暮らしに関する重要な事柄が審議されています。
　議場は、役場３階、傍聴席はコロナ対策で15席程度に限定しています。
　団体の傍聴は、資料の準備もありますので、事前にお知らせください。

議会事務局
82－2111

臨時会
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（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

旭
川
で
は
多
く
の
病
院
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支

払
い
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

町
立
診
療
所
の
支
払
い
は
、

様
々
な
方
法
が
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
対

応
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

現
金
で
支
払
い
さ
れ
る
方

が
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
役
場
庁
舎
内
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
カ
ー
ド
で
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

試
行
し
な
が
ら
一
年
間
か

け
て
検
討
す
る
中
で
診
療
所

も
入
れ
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

質　

問

　

薬
局
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い

が
で
き
る
の
で
、
早
め
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

ペ
イ
ペ
イ
や
Ｈ
Ｕ
Ｃ
カ
ー

ド
が
利
用
で
き
れ
ば
利
便
性

が
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
。

町　

長

　

Ｈ
Ｕ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
も
含

め
て
関
係
者
と
検
討
し
ま
す
。

質　

問

　

町
税
な
ど
を
、
コ
ン
ビ
ニ

質　

問

　
「
地
域
少
子
化
対
策
推
進

交
付
金
、
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
」
は
令
和
２
年
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

町
と
し
て
制
度
に
参
加
す
る

意
思
は
あ
る
の
か
を
伺
い
ま

す
。町　

長

　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
は
、

家
賃
の
補
助
や
、
住
宅
の
取

得
、
引
っ
越
し
の
費
用
に
充

て
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
個

人
一
般
型
と
北
海
道
と
の
連

携
型
の
２
種
類
あ
る
と
聞
い

で
支
払
う
こ
と
が
出
来
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
が
。

町　

長

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

に
配
慮
し
て
検
討
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
住
宅
取
得
に

対
し
て
１
０
０
万
円
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
住

宅
取
得
は
該
当
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

家
賃
、
引
っ
越
し
費
用
に

つ
い
て
は
、
特
に
あ
り
ま
せ

ん
が
、
新
婚
家
庭
で
は
様
々

な
出
費
が
伴
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

申
請
が
２
月
で
終
わ
っ
て

お
り
ま
す
が
、
追
加
の
申
請

が
夏
頃
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
の
で
、
確
認
で
き
次
第
、

案
内
し
ま
す
。

薦 田 　敏 次

問問

問問

答答

答答

診
療
所
で
の
カ
ー
ド
払
い
を

診
療
所
で
の
カ
ー
ド
払
い
を

新
婚
新
生
活
支
援
事
業
へ
の
参
加
を

新
婚
新
生
活
支
援
事
業
へ
の
参
加
を

今
年
度
検
討
、試
行
へ

今
年
度
検
討
、試
行
へ

前
向
き
に
検
討

前
向
き
に
検
討

町立診療所

一般質問
（４議員が登壇）
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（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

医
療
・
介
護
・
障
が
い
・

保
育
を
始
め
と
し
た
福
祉
で

働
く
人
た
ち
へ
慰
労
金
を
給

付
し
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
と
昨
今
の
コ
ロ
ナ
影
響
に

よ
る
福
祉
従
事
者
の
離
職
の

低
減
に
寄
与
し
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

役
場
の
職
員
も
福
祉
増
進

の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
で
、

あ
る
意
味
、
福
祉
従
事
者
と

言
え
ま
す
。

　

ど
こ
ま
で
の
範
囲
を
福
祉

従
事
者
と
決
め
る
の
が
極
め

て
難
し
い
の
で
支
援
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

施
設
の
入
所
者
は
外
部
と

接
触
す
る
こ
と
が
な
い
の
で

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
こ
と
は

極
め
て
低
い
と
考
え
ま
す
。

　

外
部
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
持

ち
込
み
、
施
設
内
で
感
染
者

を
出
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、

慰
労
金
を
出
す
よ
り
も
施
設

の
感
染
予
防
対
策
や
面
会
が

で
き
な
い
入
所
者
と
家
族
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

れ
る
よ
う
な
機
器
等
に
支
援

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

質　

問

　

慰
労
金
の
範
囲
が
決
め
ら

れ
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

議
論
す
れ
ば
、
決
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

町　

長

　

福
祉
の
範
囲
は
議
論
す
れ

ば
決
め
る
こ
と
は
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
介
護
施
設
で

働
い
て
い
る
人
た
ち
へ
給
付

金
を
出
す
と
、
家
庭
で
介
護

を
し
て
い
る
家
族
に
は
出
さ

な
い
の
か
と
な
り
、
給
付
の

範
囲
の
区
切
り
が
付
け
づ
ら

い
の
で
、
や
は
り
施
設
の
感

染
予
防
対
策
の
支
援
を
し
た

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

質　

問

　

飲
食
や
観
光
支
援
な
ど
も

そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

支
援
で
も
支
援
か
ら
外
れ
る

人
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
恐
れ
て
支
援
を
し

な
い
と
い
う
の
は
理
由
に
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
支
援
す
る
と

い
う
姿
勢
が
大
切
な
の
で
は
。

町　

長

　

私
は
支
援
を
天
秤
に
か
け

る
と
慰
労
金
を
給
付
す
る
よ

り
も
施
設
の
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
対
策
に
お
金
を
出
し
た
方

が
良
い
と
言
っ
て
お
り
、
決

し
て
恐
れ
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

質　

問

　

感
染
対
策
に
優
先
順
位
を

付
け
て
行
い
た
い
と
い
う
考

え
も
理
解
で
き
ま
す
が
、
介

護
等
の
仕
事
は
コ
ロ
ナ
の
感

染
リ
ス
ク
の
ス
ト
レ
ス
下
で

頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
町
と

し
て
慰
労
し
て
あ
げ
た
い
が

い
か
が
で
す
か
。

町　

長

　

福
祉
に
限
ら
ず
、
他
の
業

種
で
も
国
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
仕
事
で
あ
る
な
ら
ば
、

あ
る
意
味
で
福
祉
従
事
者
で

あ
る
と
言
え
る
の
で
、
そ
の

方
々
に
対
し
て
も
慰
労
金
を

出
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

ね
る
の
で
い
か
が
な
も
の
か

と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
従
事
者
の
方
々
は
崇

高
な
精
神
を
持
っ
て
仕
事
を

し
て
い
る
は
ず
な
の
で
自
分

た
ち
に
慰
労
金
の
給
付
よ
り

も
、
入
所
者
へ
の
感
染
対
策

に
お
金
を
使
っ
て
欲
し
い
と

思
う
は
ず
で
す
。

質　

問

　

慰
労
金
は
出
せ
な
い
が
福

祉
施
設
へ
の
支
援
を
行
う
と

い
う
考
え
で
よ
ろ
し
い
で
す

か
。

　

支
援
の
時
期
を
示
す
こ
と

は
で
き
ま
す
か
。

町　

長

　

福
祉
で
働
く
人
が
第
一
で

は
な
く
、
そ
こ
で
入
所
し
て

い
る
方
々
の
安
心
安
全
を
守

る
と
い
う
の
が
福
祉
の
原
点

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
金
給
付
の
よ
う
な
一
時

的
な
支
援
で
は
な
く
、
恒
久

的
な
対
策
と
な
る
施
設
へ
の

支
援
を
い
つ
ま
で
に
は
と
い

う
時
期
は
言
え
ま
せ
ん
が
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

杉 本 　岳 大

一般質問

問問答答
福
祉
で
働
く
人
た
ち
へ
慰
労
金
を

福
祉
で
働
く
人
た
ち
へ
慰
労
金
を

施
設
の
感
染
予
防
対
策
に

施
設
の
感
染
予
防
対
策
に
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（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

世
界
的
建
築
家
、
隈
研
吾

氏
の
提
案
を
受
け
、
Ｋ
Ａ
Ｇ

Ｕ
の
家
と
し
て
、
東
町
１
丁

目
の
空
き
地
に
４
棟
の
建
物

を
建
て
、
企
業
を
呼
ぶ
計
画

が
あ
り
ま
す
が
、
進
捗
状
況

と
今
後
の
計
画
な
ど
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
概
ね

４
億
円
を
令
和
２
年
度
の
国

の
３
次
補
正
で
予
算
措
置
を

し
て
お
り
、
国
の
拠
点
整
備

交
付
金
を
充
当
し
ま
す
。

　

決
定
の
内
示
を
受
け
て
い

る
の
で
、
計
画
通
り
４
棟
を

建
設
す
る
予
定
で
進
め
て
い

ま
す
。

　

設
計
段
階
に
入
っ
て
お
り
、

早
急
に
設
計
を
詰
め
ま
す
。

　

建
設
予
定
地
に
建
っ
て
い

る
古
い
住
宅
２
棟
を
、
早
期

に
撤
去
し
発
注
で
き
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

質　

問

　

世
界
中
か
ら
１
８
０
０
件

を
超
え
る
登
録
が
あ
り
、
内

６
割
は
海
外
で
す
。

　

隈
研
吾
氏
の
事
務
所
も
海

外
に
あ
り
、
影
響
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

写
真
甲
子
園
、
写
真
の
イ

ベ
ン
ト
も
長
く
続
け
て
い
る

こ
と
で
世
界
的
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
驚
く
よ
う
な

数
字
が
出
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
は
、
今
年
第
１
回
目
で
、

１
８
５
７
件
の
エ
ン
ト
リ
ー

が
あ
り
持
続
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

世
界
と
人
間
を
繋
ぐ
も
の

は
、
全
て
家
具
だ
と
い
う
隈

質　

問

　

ア
イ
ヌ
に
関
わ
る
映
画
を

作
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

ア
イ
ヌ
の
問
題
は
非
常
に
デ

リ
ケ
ー
ト
で
、
同
化
政
策
な

ど
に
よ
り
生
活
権
を
奪
わ
れ
、

差
別
と
偏
見
の
歴
史
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

先
住
民
族
と
し
て
認
め
た

法
律
、
ア
イ
ヌ
新
法
は
で
き

ま
し
た
が
、
遺
骨
返
還
、
鮭

の
捕
獲
漁
業
権
な
ど
、
問
題

が
山
積
み
の
中
、
尊
厳
を
守

る
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

一
歩
足
を
踏
み
込
む
映
画

研
吾
氏
の
発
想
が
あ
り
ま
す

の
で
、
町
と
し
て
は
、
で
き

る
限
り
良
い
も
の
に
つ
い
て

は
商
品
化
を
し
て
、
農
村
か

ら
都
市
に
世
界
に
向
か
っ
て

発
信
し
、
家
具
と
繋
が
っ
た

観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

製
作
に
つ
い
て
考
え
方
を
伺

い
し
ま
す
。

町　

長

　

町
の
観
光
の
象
徴
が
、
大

雪
山
旭
岳
だ
と
思
い
ま
す
。

　

旭
岳
は
文
化
的
、
振
興
的

な
視
点
か
ら
ア
イ
ヌ
の
方
々

が
山
を
崇
め
な
が
ら
暮
ら
し
、

カ
ム
イ
と
共
に
生
き
る
上
川

ア
イ
ヌ
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
副
題
と
な
っ
て
お
り
、
日

本
遺
産
に
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

毎
年
山
の
ま
つ
り
、
ヌ
プ

リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ
が
行
わ

れ
町
の
財
産
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
文
化
を
大
切

に
し
な
が
ら
ア
イ
ヌ
の
皆
さ

ん
方
の
映
画
を
作
っ
て
、
歴

史
や
文
化
を
伝
え
る
と
同
時

に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
れ
る

よ
う
な
映
画
に
し
た
い
と
い

う
監
督
の
思
い
も
あ
り
、
大

雪
山
を
広
く
紹
介
し
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
来
て
い
た
だ
け

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
デ
ザ
イ
ン

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
の
今
後
は

コ
ン
ペ
の
今
後
は

ア
イ
ヌ
文
化

ア
イ
ヌ
文
化

の
発
信
と
は

の
発
信
と
は

観
光
振
興
に
大

観
光
振
興
に
大

き
く
寄
与
す
る

き
く
寄
与
す
る

映
画
を
作
り

映
画
を
作
り

進
め
て
い
く

進
め
て
い
く

KAGUの家

鶴 間 　松 彦

一般質問

問問答答
テ
レ
ワ
ー
ク
構
想
は

テ
レ
ワ
ー
ク
構
想
は

計
画
通
り
進
め
る

計
画
通
り
進
め
る
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問問

問問

答答

答答

わ
く
わ
く
プ
レ
イ

わ
く
わ
く
プ
レ
イ

ス
事
業
の
今
後
は

ス
事
業
の
今
後
は

非
常
勤
職
員
コ
ロ
ナ

非
常
勤
職
員
コ
ロ
ナ

休
業
分
の
補
填
は

休
業
分
の
補
填
は

自
主
性
を
尊
重

自
主
性
を
尊
重

し
充
実

し
充
実

個
々
に
対
応
し
見
込

個
々
に
対
応
し
見
込

み
よ
り
多
い
支
給

み
よ
り
多
い
支
給

質　

問

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
現
在
の
人
数
は
。

②
支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

③
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
す
か
。

④
わ
く
わ
く
プ
レ
イ
ス
事
業

を
不
登
校
の
児
童
生
徒
た
ち

の
居
場
所
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

教
育
長

①
年
間
30
日
以
上
欠
席
し
て

い
る
児
童
生
徒
数
は
23
名
で
、

病
気
や
経
済
的
な
理
由
に
よ

る
も
の
を
除
く
文
科
省
の
定

義
で
は
小
学
生
５
名
、
中
学

生
９
名
で
す
。

②
中
学
校
に
は
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
各
１

名
配
置
、
小
学
校
に
も
巡
回

し
、
状
況
に
応
じ
て
要
保
護

児
童
対
策
協
議
会
ケ
ー
ス
会

議
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

道
教
育
委
員
会
、
東
川
養

護
学
校
、
福
祉
担
当
部
局
、

こ
こ
り
ん
な
ど
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

③
現
在
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
作
成
に
強
い
要

望
が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

④
支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん

な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

あ
る
程
度
可
能
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
以
前
か

ら
居
場
所
作
り
の
工
夫
を
実

践
し
て
お
り
、
今
後
も
柔
軟

に
対
応
し
ま
す
。

質　

問

　

昨
年
11
月
か
ら
試
験
運
用

中
の
「
わ
く
わ
く
プ
レ
イ

ス
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
自
宅
に
保
護
者
が
い
る
小

学
生
の
た
め
の
放
課
後
の
居

場
所
を
提
供
す
る
児
童
館
的

事
業
で
す
が
、
地
域
学
校
協

働
活
動
の
一
つ
で
す
か
。

②
将
来
学
童
保
育
と
同
じ
場

所
で
開
催
の
場
合
、
お
や
つ

の
提
供
は
ど
う
な
り
ま

す
か
。

③
子
ど
も
た
ち
の
製
作

物
の
保
管
場
所
確
保
は
。

④
東
小
６
年
生
の
町
づ

く
り
提
案
に
多
か
っ
た

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
設
置

し
ま
せ
ん
か
。

⑤
共
生
暮
ら
し
の
エ
リ

ア
に
こ
そ
児
童
館
的
機

能
が
必
要
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

教
育
長

①
プ
レ
イ
ワ
ー
カ
ー
資
格
を

持
っ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
中
心
に
し
た
地
域
学
校
協

働
活
動
で
あ
り
、
今
後
さ
ら

に
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
活
動
時
間
帯
を
ず
ら
し
た

り
、
体
験
農
園
の
収
穫
を
活

用
す
る
な
ど
配
慮
し
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を

尊
重
し
、
屋
内
外
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

町　

長

④
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
は

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
撤
去
し

ま
し
た
が
、
今
年
度
ゆ
め
公

園
内
に
健
康
遊
具
４
基
を
設

置
し
た
ほ
か
、
企
業
連
携
で

健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

⑤
老
若
男
女
が
集
い
、
学
習

し
楽
し
む
居
場
所
と
し
て
機

能
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質　

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る

学
校
休
校
や
公
共
施
設
の
休

館
で
非
常
勤
職
員
が
減
収
し

た
分
の
補
填
見
込
み
は
。

町　

長

　

個
々
に
協
議
し
ほ
か
の
勤

務
に
振
替
や
勤
務
増
な
ど
に

よ
り
、
69
名
に
つ
い
て
、
休

業
が
な
か
っ
た
場
合
の
報
酬

見
込
額
９
４
４
万
１
６
７
０

円
に
対
し
、
49
万
８
９
４
３

円
多
い
支
給
と
な
り
ま
す
。

わくわくプレイス屋内遊びの様子

全文はせんとぴゅあⅡ閲覧室で
見ることができます。

鈴 木 　哉 美

一般質問

問問答答
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
状
況
は

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
状
況
は

関
係
機
関
と
連
携
し
柔
軟
に
対
応

関
係
機
関
と
連
携
し
柔
軟
に
対
応
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◎
経
過

　

平
成
31
年
第
３
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
議
長
を
除
く
11

名
で
構
成
す
る
東
川
町
議
会

改
革
等
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
委
員
長
に
安
原
芳
博
、

副
委
員
長
に
薦
田
敏
次
を
互

選
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
３
月
30
日
ま
で

19
回
開
催
し
、
先
進
地
の
視

察
を
実
施
し
、
東
川
町
議
会

の
あ
り
方
、
地
方
議
員
の
権

能
、
議
員
定
数
、
議
員
報
酬

等
８
事
項
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
実
施
し
、
以
下
の
よ

う
に
決
め
ま
し
た
。

◎
結
果

１　

常
任
委
員
会

　

予
算
・
決
算
の
議
案
調

査
は
、
合
同
で
は
な
く
現

行
通
り
常
任
委
員
会
ご
と

に
行
う
。

２　

町
民
の
参
画

①
議
会
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
・

モ
ニ
タ
ー
制
度

　

意
見
交
換
会
を
充
実
さ

せ
た
後
、
検
討
す
る
。

②
報
告
会
・
意
見
交
換
会

　

お
お
む
ね
２
回
開
催
を

目
途
と
し
、
団
体
と
の
意

見
交
換
会
も
柔
軟
に
対
応

す
る
。

③
議
会
へ
の
手
紙

　
　

今
回
は
意
見
交
換
の
み
。

３　

議
会
基
本
条
例

　

先
進
地
視
察
や
委
員
会

で
の
審
査
を
経
て
条
例
案

を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
後
、

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会

に
上
程
し
議
決
し
た
。　

　

本
条
例
に
基
づ
き
必
要

な
事
項
は
、
今
後
も
協
議

し
整
え
る
。

４　

議
会
運
営

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

及
び
議
会
資
料
の
電
子
化

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
は
、

本
会
議
な
ど
会
議
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
と
合
わ
せ
て

実
現
す
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
た
め
、
町
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
進
捗
に
合
わ
せ
て

検
討
す
る
。

　

議
会
資
料
の
電
子
化
に

つ
い
て
、
公
開
可
能
な
資

料
は
今
後
、
民
間
の
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
バ
ー
を
活
用
す

る
な
ど
し
て
取
り
組
み
や

す
い
こ
と
か
ら
始
め
る
。

②
夜
間
・
休
日
議
会

　

意
見
交
換
し
継
続
審
議

と
す
る
。

③
正
副
議
長
立
候
補
制

　

正
副
議
長
の
立
候
補
制

を
導
入
す
る
。

５　

議
員
定
数
・
議
員
報
酬

①
議
員
定
数

　

住
民
が
増
え
て
い
る
状

況
の
な
か
、
現
状
で
削
減

す
る
要
因
は
考
え
ら
れ
な

い
た
め
現
状
維
持
と
す
る
。

②
議
員
報
酬

　

多
様
な
議
員
の
成
り
手

を
将
来
的
に
確
保
す
る
た

め
の
報
酬
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
は
あ
る
も
の
の
意
見
交

換
の
み
と
し
、
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
に
判
断
を
委

ね
る
。

③
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

委
員
会
に
対
し
て
手
当

を
出
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
の
み
と
す
る
。

６　

議
員
活
動
の
活
発
化

　

議
員
活
動
を
活
発
化
す

る
た
め
、
能
力
向
上
を
目

的
と
し
た
講
演
会
・
学
習

会
を
年
１
、
２
回
開
催
す

る
。

７　

情
報
公
開
な
ど

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
議
会
中
継
は
、
録
画
配

信
が
望
ま
し
い
が
、
町
の

施
策
推
進
と
並
行
し

て
実
現
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
る
。

　

会
議
記
録
（
会
議

録
を
最
低
限
修
正
し

た
も
の
）
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
開
す
る
。

②
会
議
録
の
公
開
に
つ

い
て

　

本
会
議
（
定
例
会

及
び
臨
時
会
）
の
会

議
録
に
つ
い
て
は
、

手
続
き
な
し
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ

Ⅱ
に
写
し
を
配
置
す
る
。

　

委
員
会
な
ど
の
会
議
録

は
、
従
来
通
り
議
会
事
務

局
に
お
い
て
情
報
公
開
条

例
の
手
続
き
に
よ
る
も
の

と
し
、
議
長
が
判
断
す
る
。

８　

意
見
書

　

議
長
が
受
理
し
、
所
管

の
常
任
委
員
会
で
結
論
を

出
す
方
式
で
は
な
く
、
従

来
通
り
、
両
常
任
委
員
会

で
検
討
し
た
結
果
を
踏
ま

え
、
議
会
運
営
委
員
会
で

決
定
す
る
。

議
会
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

議
会
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

せんとぴゅあⅡ 閲覧室

委員会報告
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診
控
え

で
高
齢
者
の
健
康
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の
原
則

２
割
負
担
化
に
は
、
批
判
が

相
次
い
で
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
か
ら
高
齢
者
を
は

じ
め
国
民
の
命
と
健
康
を
守

る
体
制
の
強
化
が
な
に
よ
り

急
が
れ
る
時
に
、
そ
れ
に
逆

行
す
る
窓
口
負
担
増
は
や
め

る
べ
き
で
す
。

　

よ
っ
て
こ
の
度
の
「
75
歳

以
上
医
療
費
の
２
割
負
担
」

の
中
止
を
さ
れ
ま
す
よ
う
強

く
求
め
ま
す
。

　

選
任
さ
れ
た
委
員
６
名
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
25
回
の

委
員
会
を
開
催
し
、
第
１
８

１
号
か
ら
１
８
８
号
ま
で
８

刊
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
の

必
要
性
を
深
く
感
じ
、
議
会

活
動
を
町
民
に
知
ら
せ
る
上

で
議
会
報
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
発
行
し
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
る
需
要
の

「
消
失
」
で
コ
メ
の
過
大
在

庫
が
生
じ
、
２
０
２
０
年
産

米
の
市
場
価
格
は
全
国
的
大

暴
落
し
、
米
価
の
さ
ら
な
る

下
落
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
対
策
を
要
望
し
ま
す
。

１
．
過
剰
米
を
国
が
緊
急
に

買
い
入
れ
し
、
過
大
な
生
産

調
整
を
回
避
す
る
こ
と
。

２
．
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米

の
輸
入
量
を
大
幅
に
削
減
す

る
こ
と
。

３
．
過
剰
米
を
生
活
困
窮
者

な
ど
へ
の
食
料
支
援
に
活
用

す
る
こ
と
。

意
見
書
を
採
択
し
、
議
長
名
で
、
衆
議
院
議
長
・

参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各
大
臣
・
内

閣
官
房
長
官
へ
そ
れ
ぞ
れ
に
送
付
し
ま
し
た
。

コ
メ
の
需
給
改
善
と

米
価
下
落
の
歯
止
め

策
を
求
め
る
意
見
書

「
75
歳
以
上
の
医
療
費

窓
口
２
割
負
担
へ
の

引
き
上
げ
」
中
止
を

求
め
る
意
見
書

◎
調
査
日

　

令
和
３
年
１
月
26
日

◎
調
査
内
容

　

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

◎
調
査
の
意
見

　

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
は
、
業

務
委
託
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
事
業
と
し
て
令
和
元
年

よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
３
月
に
一
般
社

団
法
人
を
設
立
し
、
４
月
か

ら
法
人
と
し
て
運
営
す
る
予

定
で
す
。

　

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
の
理
念

を
は
じ
め
、
仕
事
の
斡
旋
の

仕
組
み
、
実
績
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
現
在
の
状
況
が
理

解
で
き
ま
し
た
。

　

仕
事
を
望
む
人
は
、
雇
用

関
係
は
な
く
個
人
事
業
主
へ

の
業
務
委
託
と
い
う
形
態
で
、

自
分
に
あ
っ
た
仕
事
を
選
び

自
分
の
采
配
で
働
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

採
算
を
得
る
た
め
に
は
、

今
後
年
間
売
り
上
げ
で
最
低

５
０
０
０
万
円
（
利
益
１
０

０
０
万
円
）
は
必
要
と
な
る

の
で
、
受
注
拡
大
の
営
業
も

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
は
現
在
１
７
８
名
、

年
齢
構
成
は
10
代
か
ら
80
代

と
幅
広
く
世
代
間
交
流
も
で

き
て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
人
と
の

出
会
い
な
ど
、
仕
事
で
収
入

を
得
る
こ
と
以
外
の
目
的
で

登
録
す
る
人
も
い
る
こ
と
か

ら
、
登
録
者
稼
働
率
は
69
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
か
ら
の
業
務
発

注
量
は
金
額
の
割
合
に
換
算

す
る
と
45
％
程
度
で
受
注
拡

大
の
工
夫
が
課
題
で
あ
る
と

と
も
に
、
町
内
他
事
業
者
と

の
競
合
性
に
つ
い
て
も
こ
れ

ま
で
同
様
配
慮
が
必
要
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
報
告

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
報
告

しごとコンビニにて

委員会報告・意見書
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　（令和３年３月８日～ 15日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・10,128,000千円（前年度比2.86％増）とする
・237,000千円（前年度比15.1％増）とする
・429,000千円（前年度比1.56％減）とする

原案可決
〃
〃

・23,695千円を増額し、総額11,626,419千円とする
・11,781千円を増額し、総額226,133千円とする
・9,000千円を減額し、総額433,729千円とする

原案可決
〃
〃

・公職選挙法の改正に伴い、ビラ頒布等の解禁、選挙公営の対象拡大に伴う措置として供託金制度を導入
すること等の改正
・人事院勧告に基づく期末手当及び勤勉手当支給率の改正に伴う条例の改正
・人事院勧告に基づく期末手当支給率の改正に伴う条例の改正
・　　　　　　　　　　　　　〃
・「日本の将来を担う人材を育成する小西健二奨学金」、「技術者を育成するものづくり技術者育成奨学金」
を規定する等の改正
・コンビニ収納、キャッシュレス決済を実施予定であることに伴い、固定資産税の納期を変更する改正
・道路法等の改正に伴い、交通安全施設に自動運行補助施設の追加、歩行者利便増進道路の基準の追加を
する改正
・リニューアルオープンした東川町文化ギャラリーの入館料及び使用料について改正

原案可決

〃
〃
〃
〃

〃
〃

〃
・善行表彰２名３法人（中島　拓氏、佐藤　茂氏、株式会社アクトギア、株式会社フジキカイ、大栄不動
産株式会社）、自治功労表彰１名（長原　淳氏）、一般功労表彰２名３団体（山下一雄氏、江添好松氏、
東川町文化連盟協議会、北海道東川ラトビア交流協会、東川町韓国交流協会）職員表彰４名（千田浩一
朗氏、野澤秀夫氏、中村弘美氏、林　直美氏）
・長原淳氏の退職に伴う平田章洋氏の選任
　任期満了による市川直樹氏の選任（再任）

原案同意

〃

・ヨーロッパ家具デザインアーカイブス構築用備品（織田コレクション）の取得
・辺地地区における事業計画内容の変更を行う１次変更

原案可決
〃

・安原芳博議員より、意見書について趣旨説明
・薦田敏次議員より、意見書について趣旨説明

原案可決
〃

・変更となった総務文教常任委員長を指名推薦
　藤倉総務文教常任委員長が当選
・ 　　　　　　　　　　〃
・ 　　　　　　　　　　〃
・ 　　　　　　　　　　〃

選　　 挙

〃
〃
〃

・議会報編集特別委員長より、活動経過について報告
・産業建設常任委員会委員長より、調査活動の結果について報告

報 告 済
〃

・東川町議会改革等特別委員会委員長より、審査結果について報告 報 告 済

・各常任委員を議長が指名する
・議会運営委員を議長が指名する
・特別委員会を設置し、委員を議長が指名する
・総務文教・産業建設・議会運営の各委員長からの申し出

選　　 任
〃

設置選任
原案可決

　（令和３年２月 12日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・23,410千円を増額し、総額11,602,724千円とする 原案可決

　（令和３年３月 26日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・968,699千円を増額し、総額12,595,118千円とする 原案可決

　（令和３年４月９日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・419,526千円を増額し、総額10,547,526千円とする 原案可決
・14,000千円を増額し、総額12,609,118千円とする 承　 認

区　　　分 開　　催　　日 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名

第３回全員協議会 令和３年３月26日

１） 「適疎ワーキング」による企業等との関係人口創出・拡大事業について
２）新時代に飛躍する新・大雪圏域観光振興プロジェクト事業について
３）地方創生テレワーク東川オフィス環境整備事業について
４）地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）による大学進学奨学金（コ
ロナ経済対策加算）について

５）隈研吾＆東川町ＫＡＧＵデザインコンペについて
６）松田与一記念館整備事業について
７）椅子の日制定記念イベントの開催について
８）その他

第４回全員協議会 令和３年４月８日

１） 「適疎ワーキング」による企業等との関係人口創出・拡大事業について
２）地方創生テレワーク東川オフィス環境整備事業について
３）大雪圏域観光振興プロジェクト事業について
４）新型コロナウイルス感染症対策事業について
５）新型コロナワクチン接種について
６）全世代共生暮らしのエリア事業について
７）寄付金について
８）調停について
９）その他
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第１回定例会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

当初予算
・令和３年度　東川町一般会計予算について
・令和３年度　東川町公共下水道事業特別会計予算について
・令和３年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計予算について

補正予算
・令和２年度　東川町一般会計補正予算（第10号）についてて
・令和２年度　東川町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について
・令和２年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計補正予算（第４号）について

条 例

・東川町議会議員及び東川町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について

・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・特別職の職員で常勤のものの給料及び旅費支給条例の一部を改正する条例の制定について
・東川町基金条例の一部を改正する条例の制定について

・東川町税条例の一部を改正する条例の制定について
・東川町道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

・東川町文化ギャラリーの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

人事案件

・被表彰者の推薦について

・副町長の選任について

そ の 他
案 件

・財産の取得について（織田コレクション）
・辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

意 見 書 ・「75歳以上の医療費窓口２割負担への引き上げ」中止を求める意見書について
・米の需給改善と米価下落の歯止め策を求める意見書について

選 挙

・大雪消防組合議会議員の選挙について

・大雪清掃組合議会議員の選挙について
・大雪葬斎組合議会議員の選挙について
・大雪地区広域連合議会議員の選挙について

調査報告 ・議会報編集特別委員会の活動経過報告について
・しごとコンビニの取り組みについて

審査報告 ・東川町議会のあり方、地方議会の権能、議員定数、議員報酬等についての調査、研究に関する報告に
ついて

そ の 他

・常任委員会委員の選任について
・議会運営委員会委員の選任について
・議会報編集特別委員会の設置及び委員の選任について
・閉会中の所管事務等調査の申し出

全員協議会の開催状況
区　　　分 開　　催　　日 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名

第１回全員協議会 令和３年２月１日

１）町村議会選挙及び町村長選挙における選挙公営の拡大について
２）東川町基金条例の改正について
３）織田コレクションの最終購入について
４）令和３年度地方創生推進交付金交付申請状況について
５）「キトウシ保養施設基本計画案」について
６）農業振興区域の見直しについて
７）「全世代共生暮らしのエリア整備検討事業基本計画案」について
８）サラリーマン世帯収入減少等支援給付事業について
９）新型コロナウイルスワクチン予防接種について
10）その他

第２回全員協議会 令和３年３月１日

１） 令和３年度予算の概要について
２）令和３年度大雪地区広域連合予算の概要について
３）東川町教育大綱（案）について
４）町村議会選挙及び町村長選挙における選挙公営の拡大について
５）その他

第１回臨時会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

補正予算 ・令和２年度　東川町一般会計補正予算（第９号）について

第２回臨時会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

補正予算 ・令和２年度　東川町一般会計補正予算（第11号）について

第３回臨時会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

補正予算 ・令和３年度　東川町一般会計補正予算（第１号）について
そ の 他 ・専決処分の承認を求めることについて（令和２年度東川町一般会計補正予算第12号）
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１日　第１回全員協議会
９日　上川町村議会議長会定期総会（旭川市）
12日　令和３年東川町議会第１回臨時会
　　　第19回議会改革等特別委員会
17日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
25日　第１回議会運営委員会

１日　第２回全員協議会
　　　定例会前各常任委員会
５日　第２回議会運営委員会
８日　令和３年東川町議会第１回定例会（１日目）
９～11日　令和３年度予算等議案調査
15日　令和３年東川町議会第１回定例会（２日目）
23日　一部事務組合・大雪地区広域連合定例会（美瑛町）
24日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
26日　令和３年東川町議会第２回臨時会
　　　第３回全員協議会
30日　写真の町東川賞授賞式及びテープカット

８日　第４回全員協議会
　　　議会報編集特別委員会（１回目）
９日　令和３年東川町議会第３回臨時会
14日　「椅子の日」記念セレモニー
15日　議会報編集特別委員会（２回目）
21日　議会報編集特別委員会（３回目）
22日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）

椅子の日記念セレモニー
（隈研吾氏トークショー）

「椅子の日」記念セレモニー
隈研吾氏とデザインの椅子製作者

東川ミーツせんとぴゅあⅡ店

発行：東川町議会／編集：議会報編集特別委員会　〒071-1492 北海道上川郡東川町東町１丁目 ☎0166-82-2111 東川町議会報 189 号（16）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Right
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 96
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 96
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


